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魅力・活気あふれる那珂市民の歌・音頭（5周年記念式典・那珂市民の歌等披露） 

� 那珂市市制施行5周年記念式典 

� 那珂市の財政事情 

��

�� 月見の会　ほか 

�� 水戸黄門さま漫遊ウォーク　ほか 

�� ぴちぴち那珂っこ 

�� 体育指導委員だより 

�� 協働のまちづくり　ほか 

�� 那珂市消費生活センターです 

�� まちの話題 

�� Information

�� さわやかさん、表紙の裏側　ほか 

那珂市都市計画マスタープランを 
策定しています 
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那珂市市制施行５周年記念式典那珂市市制施行５周年記念式典那珂市市制施行５周年記念式典
　

旧
那
珂
町
、
旧
瓜
連
町
が
平
成　

年
１

１７

月　

日
合
併
し
、
那
珂
市
市
制
施
行
か
ら

２１
本
年
度
で
５
年
目
の
節
目
を
迎
え
た
こ
と

を
記
念
し
て
、
那
珂
市
市
制
施
行
５
周
年

記
念
式
典
が　

月　

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

１０

１７

ら
ぽ
ー
る
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
市
勢
発
展
に
多
大
な
る
功

績
を
残
さ
れ
た
か
た
が
た
を
表
彰
す
る

『
市
制
施
行
５
周
年
表
彰
式
典
』、
市
制
施

行
５
周
年
を
記
念
し
て
制
定
し
た
市
民
憲

章
お
よ
び
市
民
の
歌
等
の
『
那
珂
市
民
憲

章
披
露
式
典
』『
那
珂
市
民
の
歌
等
披
露
式

典
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
典
で
は
１
０
５
人

の
か
た
が
表
彰
を
受
け
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
森
井
一
雄

さ
ん
か
ら
「
私
た
ち
に
と
り

ま
し
て
、
今
日
の
こ
の
感
激

は
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
、
今
後
も
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
市

発
展
と
地
方
自
治
の
振
興
の

た
め
、
さ
ら
な
る
努
力
を
重

ね
て
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
御
指

導
・
御
鞭
撻
を
た
ま
わ
り
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
」
と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

受
賞
者
お
よ
び
功
績
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。
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袴
塚
正
勝（
市
消
防
団
第
４
分
団
長
）／

増
子
孝
司（
保
護
司
）／

小
宅
淑
子（
文
化
振
興
に
尽
力
）
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助
川
則
夫（
市
議
会
議
員
）／
小
沼
博
恭

（
同
）／
笹
島
猛（
同
）／
君
嶋
寿
男（
同
）／

遠
藤
実（
同
）／
薗
部
弘（
保
護
司
）／
赤
津

忠
昭（
東
組
区
長
）／
柏
村
武（
中
宿
区
長
）

／
岩
間
辰
雄（
か
し
ま
台
区
長
）／
綿
引
嘉

道（
芳
野
第
５
区
長
）／
瀬
谷
良
子（
市
青

少
年
相
談
員
）／
猪
狩
三
郎（
市
都
市
計
画

審
議
会
委
員
）／
柏
村
豊（
同
）／
武
藤
�

（
市
消
防
団
第
２
分
団
第
１
部
班
長
）／
海

老
澤
隆（
同
団
員
）／
中
庭
隆
夫（
市
消
防

団
第
２
分
団
第
２
部
団
員
）／
大
谷
耕
治

（
同
）／
永
井
禎
明（
同
）／
豊
島
光
一（
市

消
防
団
第
４
分
団
第
３
部
団
員
）／
宮
本

政
道（
市
消
防
団
第
５
分
団
第
１
部
団
員
）

／
大
内
光
広（
同
）／
加
藤
秀
次（
同
）／
吽

野
義
広（
同
）／
山
田
直
文（
市
消
防
団
第

６
分
団
第
３
部
班
長
）／
坂
本
一
夫（
同
団

員
）／
山
田
孝
行（
同
）／
綿
引
勝
也（
市
消

防
団
第
８
分
団
第
３
部
団
員
）／
�
原
義

雄（
市
消
防
団
第
９
分
団
第
１
部
団
員
）／

檜
山
正
義（
教
育
文
化
の
進
展
に
貢
献
）／

中
村
健（
同
）／
武
藤
正
夫（
同
）／
廣
木
夫

美
雄（
同
）／
秋
山
敏
子（
保
健
衛
生
事
業

に
尽
力
）／
山
本
慧
子（
同
）／
藤
岡
み
ち

子（
同
）／
秋
山
か
つ（
同
）／
大
和
田
正
子

（
同
）／
小
國
操（
同
）／
加
藤
悦
子（
同
）／

加
藤
智
惠
子（
同
）／
川
�
知
子（
同
）／
坂

本
貞
子（
同
）／
瀬
谷
み
つ
え（
同
）／
舘
祝

子（
同
）／
寺
門
ゆ
き
ゑ（
同
）／
塙
わ
く
り

（
同
）／
平
松
澄
江（
同
）／
秋
山
良
之（
同
）
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秋
山
一（
元
市
議
会
議
員
）／
會
澤
明（
同
）

／
渡
邊
勝
一（
同
）／
萩
野
谷
敏
一（
同
）／

　

車
田
一
嗣（
同
）／
岩
上
昌
和（
同
）／
和

（故）田
勝
一（
同
）／
篠
原
晃
重（
元
市
助
役
）／

片
野
直
行（
元
市
教
育
委
員
会
教
育
長
）／

小
林
元
夫（
元
市
農
業
委
員
会
委
員
）／
鬼

澤
�
夫（
同
）／
森
井
一
雄（
元
民
生
委
員
・

児
童
委
員
）／
植
田
桂
子（
同
）／
根
本
明

（
同
）／
金
子
堅
太
郎（
同
）／
中
村
よ
し
子

（
同
）／
海
野
幸 
�（
同
）／
嶋
根
は
る
い

（
同
）／
大
曽
根
み
ど
り（
同
）／
竹
林
千
秋

（
元
寄
居
区
長
）／
赤
井
裕
治（
元
中
谷
原

区
長
）／
片
岡
三
九
男（
元
市
青
少
年
相
談

員
連
絡
協
議
会
会
長
）／
中
庭
正
人（
元
市

公
文
書
開
示
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委

員
）／
後
藤
邦
夫（
元
市
体
育
指
導
員
）／

小
田
倉
一
浩（
元
市
消
防
団
員
）／
�
野
谷

孝
則（
同
）／
海
野
広
幸（
同
）／
丸
山
紀
雄

（
同
）／
茅
根
進（
同
）／
秋
山
耕
一（
同
）／

秋
山
照
義（
同
）／
秋
山
洋
一（
同
）／
引
田

克
治（
同
）／
秋
山
一
樹（
同
）／
秋
山
美
佐

雄（
同
）／
大
�
榮（
同
）／
寺
門
司
農
夫

（
同
）／
小
澤
國
雄（
同
）／
樫
村
良
夫（
同
）

／
鈴
木
勝
志（
同
）／
寺
門
光
男（
同
）／
野

村
勝
則（
同
）／
岩
上
弘
美（
同
）／
片
桐
宏

明（
同
）／
佐
藤
国
博（
同
）／
武
藤
秀
孝

（
元
人
権
擁
護
委
員
）／
小
徳
勇
�（
同
）／

樫
村
豊（
元
統
計
調
査
員
）／
寺
門
勝
美

（
同
）／
�
野
政
夫（
同
）／
西
田
豊（
同
）／

先
�
章（
同
）／
橘
内
昭
司（
同
）／
佐
々
木

武（
同
） 

【
順
不
同
・
敬
称
略
】
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那
珂
市
民
憲
章
は
、
市
制
施
行

５
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
に

お
い
て
、
内
容
、
表
現
等
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
民
が
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
行
動
規

範
と
し
て
策
定
し
た
も
の
で
す
。

　

市
制
施
行
５
周
年
を
迎
え
、
市
民
意

識
の
高
揚
と
更
な
る
一
体
化
の
醸
成
を

図
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

那
珂
市
民
の
歌
等
制
定
委
員
会
の

下
、
作
詞
・
作
曲
は
広
く
市
民
か
ら
公

募
で
寄
せ
ら
れ
た
中
か
ら
決
定
し
、
那

珂
ふ
る
さ
と
大
使
や
市
内
文
化
団
体
の

か
た
が
た
の
協
力
に
よ
り
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
気
軽
に
歌
い
、
踊
れ

る
よ
う
な
歌
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

披
露
式
典
で
は
、
作
詞
・
作
曲
者
の

か
た
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
那
珂
市
民

の
歌
「
輝
く
未
来
へ
」
と
那
珂
市
民
音

頭
「
い
い
ね
な
か
な
か
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
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○市民憲章を身近なものに

　市民憲章が、市民の皆さんの日常生活における規
範として理解し実行していただけるよう、地域や各
種団体の行事やイベントなどで、パンフレットに掲
載したり、唱和するなど、積極的なご活用にご協力
ください。

○市民の歌・市民音頭を聴きたい、

　踊ってみたい皆さんに

　市民の歌「輝く未来へ」・市民音
頭「いいねなかなか」を多くの市民
の皆さんに歌って、踊っていただき
たいと考えています。
　市民の歌「輝く未来へ」・市民音頭「いいねなか
なか」のCD、踊り練習用DVDについては、市民活
動課自治推進係（�２９８‐１１１１　内線４８４・４８５）まで
お問い合わせください。
　また、市民の歌「輝く未来へ」・市民音頭「いい
ねなかなか」の音楽と楽譜は、市ホームページから
ダウンロードすることができます。
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●●●●●●   那那那那那那那那那那    珂珂珂珂珂珂珂珂珂珂珂珂珂珂   市市市市市市市市市市   ののののの 財政事情財政事情財政事情
　市では、市民の皆さんに財政状況をお知らせし、市政運営の状況をご理解いただくとともに、豊かで住みよいま
ちづくりに一層のご協力をお願いするため、毎年２回、財政事情を公表しています。今回は、９月の市議会定例会
で認定されました平成２０年度決算の状況および平成２１年４月１日から平成２１年９月３０日までの間における予算の
執行状況などについてお知らせします。 問い合わせ／財政課財政係　�２９８－１１１１　内線５２２

平
成　

年
度　

一
般
会
計　

歳
入
・
歳
出
決
算
の
状
況

２０

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、

２０

歳
入
総
額
１
７
７
億
５
８
９
２
万
９
千

円
、
歳
出
総
額
１
７
１
億
８
０
７
３
万
２

千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳
入

に
お
い
て
は
３
億
７
３
９
３
万
３
千
円
の

増
、
歳
出
に
お
い
て
は
４
億
２
７
０
３
万

９
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
５

億
７
８
１
９
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
う
ち
平
成　

年
度
へ
の
繰
越
事

２１

業
の
財
源
と
し
て
４
１
４
４
万
９
千
円
を

充
当
し
ま
し
た
の
で
、
平
成　

年
度
に
属

２０

す
べ
き
収
入
と
支
出
の
実
質
的
な
差
額
で

あ
る
実
質
収
支
額
は
、
５
億
３
６
７
４
万

８
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

その他 10億3,113万3千円 

県支出金 9億8,910万7千円 

繰入金 5億1,482万1千円 

国庫支出金 13億3,065万4千円 

市債 14億1,034万8千円 

地方交付税 34億6,859万2千円 

その他 10億5,288万3千円 

繰越金 6億3,130万3千円 

市税 73億3,008万8千円 

177億5,892万9千円 
依存財源 
46.3％ 
82億2,983万4千円 

自主財源 
53.7％ 
95億2,909万5千円 

10.7%増 

その他 10億3,113万3千円 

県支出金 9億8,910万7千円 

繰入金 5億1,482万1千円 

国庫支出金 13億3,065万4千円 

市債 14億1,034万8千円 

地方交付税 34億6,859万2千円 

その他 10億5,288万3千円 

繰越金 6億3,130万3千円 

市税 73億3,008万8千円 

5.8%

5.6%

2.9%

7.5%

7.9%

19.5%

5.9%

3.6%

41.3%

12.7%増 

10.9%増 

7.1%増 

36.7%減 

9.2%減 

2.2%増 

歳 入 
177億5,892万9千円 

依存財源 
46.3％ 
82億2,983万4千円 

自主財源 
53.7％ 
95億2,909万5千円 
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平
成　

年
度
一
般
会
計
の
歳
入
は
、
市
税

２０

や
、
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
な
ど
市
が
自
ら

確
保
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
自
主
財

源
が
前
年
度
よ
り　

％
減
少
し
た
一
方
、
国

２.２

や
県
か
ら
決
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
資
金
等
の
依
存
財
源

が　

％
増
加
し
て
い
ま
す
。

７.６

　

歳
出
で
は
、
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費

な
ど
の
義
務
的
な
性
格
の
強
い
経
費
が
前
年

度
と
比
べ
て　

％
増
加
し
た
ほ
か
、
工
事
費

０.７

や
公
有
財
産
購
入
な
ど
資
本
形
成
に
向
け
ら

れ
る
経
費
が　

％
増
加
し
て
い
ま
す
。

３.２

　

な
お
、
平
成　

年
度
に
お
い
て
、
会
計
年

２０

度
中
に
一
時
的
に
収
支
の
不
均
衡
を
生
じ
歳

計
現
金
が
不
足
し
た
場
合
に
、
資
金
不
足
を

補
う
た
め
一
時
借
入
金
を
借
り
入
れ
当
該
年

度
の
歳
入
で
返
済
す
る
「
一
時
借
り
入
れ
」

は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

■平成２０年度一般会計収支状況 （単位：千円）

平成１９年度平成２０年度区　分

１７，３８４，９９６１７，７５８，９２９歳入総額（Ａ）

１６，７５３，６９３１７，１８０，７３２歳出総額（Ｂ）

６３１，３０３５７８，１９７歳入歳出差引額（Ｃ）（（Ａ）－（Ｂ））

６０，４１９４１，４４９翌年度に繰り越すべき財源（Ｄ）

０６，３１０継続費逓次繰越額

６０，４１９３５，１３９繰越明許費繰越額

００事故繰越繰越額

５７０，８８４５３６，７４８実質収支額（Ｅ）（（Ｃ）－（Ｄ））

議会費 2億1,062万円 

商工費 

農林水産業費 8億3,152万3千円 

消防費 9億4,295万1千円 

衛生費 12億7,129万3千円 

1億7,904万9千円 
諸支出金 846万1千円 

土木費 23億2,849万7千円 

教育費 24億1,114万5千円 

総務費 24億9,718万2千円 

民生費 41億7,247万7千円 

公債費 23億2,753万4千円 

171億8,073万2千円 （目的別） 

維持補修費 2億2,807万4千円 

その他 
（積立金・出資金・貸付金） 

4億7,312万円 

補助費等 15億9,906万7千円 

繰出金 19億3,133万5千円 

物件費 24億3,224万3千円 

人件費 42億2,283万3千円 

扶助費 20億3,567万3千円 

公債費 23億2,753万4千円 

普通建設事業費 19億3,085万3千円 

（性質別） 

その他の経費 
38.8％ 
66億6,383万9千円 

投資的経費 
11.2％ 
19億3,085万3千円 

義務的経費 
50.0％ 
85億8,604万円 

76.5%減 

7.3%減 

10.6%減 

2.4%増 

3.8%減 

1.9%増 

24.4%増 

1.1%増 

6.5%増 

25.1%減 

30.0%増 

議会費 2億1,062万円 

商工費 

農林水産業費 8億3,152万3千円 

消防費 9億4,295万1千円 

衛生費 12億7,129万3千円 

4.8%

5.5%

7.4%

1億7,904万9千円 
諸支出金 846万1千円 

土木費 23億2,849万7千円 

教育費 24億1,114万5千円 

13.6%

14.0%

総務費 24億9,718万2千円 

民生費 41億7,247万7千円 

公債費 23億2,753万4千円 

14.5%

24.3%

13.6%

0.1%
1.0%

1.2% 維持補修費 2億2,807万4千円 

その他 
（積立金・出資金・貸付金） 

4億7,312万円 

補助費等 15億9,906万7千円 

繰出金 19億3,133万5千円 

物件費 24億3,224万3千円 

人件費 42億2,283万3千円 

扶助費 20億3,567万3千円 

公債費 23億2,753万4千円 

普通建設事業費 19億3,085万3千円 

1.3%

2.8%

9.3%

11.2%

14.2%

24.6%

11.8%

13.6%

11.2%

歳 出 
171億8,073万2千円 （性質別） （目的別） 

その他の経費 
38.8％ 
66億6,383万9千円 

投資的経費 
11.2％ 
19億3,085万3千円 

義務的経費 
50.0％ 
85億8,604万円 

4.3%減 

23.3%増 

15.6%減 

2.5%減 

3.2%増 

2.1%減 

0.5%増 

6.5%増 

※詳細は、９ページの「平成２０年度一般会計歳入歳出決算状況」をご覧ください。
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市
の
財
政
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
直
接
・

間
接
の
負
担
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
、
市
税
は
、
財
政
運
営
上
極
め
て
重

要
な
歳
入
で
あ
り
、
常
に
適
正
公
平
な
賦
課

徴
収
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
お
け
る
市
税
の
決
算
額

２０

は
、　

億
３
０
０
８
万
８
千
円
で
、
１
人
当

７３

た
り　

万
２
８
７
円
を
負
担
し
て
い
た
だ
い

１３

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
都
市
計
画
税
は
、
街
路
整
備
事
業
、

区
画
整
理
事
業
、
下
水
道
事
業
に
充
て
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
合
併
に
伴
い
国
や
県
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
財
政
支
援
措
置
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

主
な
も
の
は
、
市
町
村
建
設
計
画
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
事
業
に
対
し
補
助
さ
れ
る
市
町

村
合
併
推
進
体
制
整
備
費
補
助
金
、
合
併
に

伴
っ
て
発
生
す
る
財
政
需
要
に
つ
い
て
、
合

併
市
町
村
の
負
担
を
軽
減
し
、
合
併
後
の
広

域
行
政
に
資
す
る
事
業
に
対
し
交
付
さ
れ
る

市
町
村
合
併
特
例
交
付
金
、
合
併
後
の
一
体

性
の
確
立
や
均
衡
あ
る
発
展
に
資
す
る
公
共

施
設
の
整
備
事
業
等

に
対
し
、
そ
の
財
源

と
し
て
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
通
常
の

地
方
債
よ
り
有
利
な

合
併
特
例
債
な
ど
で

す
。
な
お
、
市
町
村

合
併
推
進
体
制
整
備

費
補
助
金
は
、
平
成

　

年
度
を
も
っ
て
終

１８了
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
お

２０

い
て
、
そ
れ
ら
の
財

政
支
援
措
置
を
活
用

し
た
事
業
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。

　平成１９年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」が公
布されました。この法律は、県や市町村の財政を適正に運営することをねらいとして
おり、地方公共団体では、財政健全化にかかる各指標の公表と基準を超える場合は早
期健全化計画あるいは財政再生計画を策定し、早急に改善に取り組むことが義務づけ
られています。
　那珂市の平成２０年度の健全化判断比率・資金不足比率については、財政健全化法の
基準に基づく「健全段階」に位置づけられます。
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■市税負担の状況

１人
当たりの
負担額（円）

１世帯
当たりの
負担額（円）

２０年度
決算額
（千円）

税　目

５５，８４２１５３，１１４３，１４１，７５０市民税

６０，４１５１６５，６５１３，３９８，９８３固定資産税

１，８９６５，１９９１０６，６８８軽自動車税

６，０４７１６，５８０３４０，１９７市たばこ税

６，０８７１６，６９０３４２，４７０都市計画税

１３０，２８７３５７，２３４７，３３０，０８８合　計

※世帯数２０，５１９世帯、人口５６，２６１人
　（平成２１年３月３１日現在）

■平成２０年度市町村合併特例交付金充当事業 （単位：千円）

事業費充当額事　業　名
１５３，０６１２３，０００道路改良舗装事業
６５，５５１２２，８００地籍調査事業
４，３０２４，２００民俗伝統行事映像保存事業

２２２，９１４５０，０００合　　計

■平成２０年度合併特例債充当事業 （単位：千円）

事業費充当額事 業 名
１５３，０６１４６，３００道路改良舗装事業

２５６，８５３１３４，０００
まちづくり交付金事業
（上菅谷地区）

５９，５１０５３，８００下菅谷地区まちづくり事業
３７，３１７３５，４００消防本部庁舎改修事業
３８，８４０２０，９００菅谷小学校耐震補強事業

１０３，２７９８５，０００
瓜連中学校屋内運動場
整備事業

４３２，７８１２３３，６００
一中学区コミュニティ
センター建設事業

１，０８１，６４１６０９，０００合　　計

���
����

健全化判断比率が
基準を超えた
場合には？

早期健全化基準を超えた場合→自主的な改善努力による財政健全化を進めていきます。
財政再生基準を超えた場合→国等の関与による確実な再生が図られます。
経営健全化基準を超えた場合→自主的な改善努力による経営健全化を進めていきます。

財政の健全度を
表す判断基準は？

資金不足比率将来負担比率実質公債費比率連結実質赤字比率実質赤字比率

資金不足額なし１２０．８％１４．４％連結実質赤字額なし実質赤字額なし平成２０年度
那珂市の状況

資金不足額なし１３３．４％１４．０％連結実質赤字額なし実質赤字額なし
（参考）
平成１９年度
那珂市の状況

－３５０．０％２５．０％１８．１０％１３．１０％早期健全化基準
－－３５．０％４０．００％２０．００％財政再生基準

２０．０％－－－－経営健全化基準

（１）  実 質 赤 字 比 率 （普通会計の実質赤字が標準財政規模に占める割合）
（２）連結実質赤字比率（全会計の実質赤字が標準財政規模に占める割合）
（３）  実質公債費比率 （一般会計等が負担する公債費が標準財政規模に占める割合）
（４）  将 来 負 担 比 率 （一般会計等が将来負担すべき債務が標準財政規模に占める割合）
※資金不足比率（公営企業ごとの資金の不足額の事業規模に占める割合）

財政の健全度を
判断するには？

４つの指標で
判断します
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市
で
は
、
年
度
内
の
歳
入
・
歳
出
状
況
か

ら
把
握
さ
れ
る
資
金
の
や
り
く
り
だ
け
で
は

な
く
、
市
が
有
す
る
財
産
・
債
務
を
把
握
す

る
こ
と
に
よ
り
、
複
数
年
度
に
わ
た
る
市
の

実
質
的
な
財
政
状
況
を
認
識
し
や
す
く
す
る

た
め
、
貸
借
対
照
表
等
の
財
務
書
類
を
作
成

し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
秋
か
ら
、
人
口
３
万
人
以
上
の

２１

市
に
つ
い
て
は
、
財
務
書
類
の
整
備
・
公
表

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
作
成

要
領
の
変
更
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
当
市

に
お
い
て
も
、
資
産
評
価
方
法
の
変
更
や
、

市
全
体
の
財
務
書
類
の
作
成
、
公
表
方
法
の

拡
充
等
の
見
直
し
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
財
務
書
類
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
那
珂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す

の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
ら
の
財
務
書
類
は
、
総
務
省
『
新
地

方
公
会
計
制
度
実
務
研
究
会
報
告
書
』（
平

成　

年　

月
）
所
収
の
総
務
省
方
式
改
訂

１９

１０

モ
デ
ル
に
基
づ
く
財
務
書
類
作
成
要
領
に

準
拠
し
て
試
算
し
、
作
成
し
ま
し
た
。

※
こ
れ
ら
の
財
務
書
類
に
お
い
て
計
上
し
た

「
普
通
会
計
」
と
は
、
公
営
事
業
会
計
以
外

の
会
計
で
す
。
当
市
に
お
い
て
は
、
一
般

会
計
・
公
園
墓
地
事
業
特
別
会
計
・
上
菅

谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

計
・
那
珂
地
方
公
平
委
員
会
特
別
会
計
を

合
算
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
（
平
成　

年
２０

度
か
ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

相
当
額
を
除
外
し
て
い
ま
す
）。

�
��

�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�

このグラフは９ページの「平成２０年度末普通会計貸借対照表」を基に作成しました。
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� （単位：千円）

２０年度末
現在高

増減高
１９年度末
現在高

区分

１７，６９９，７１９△５５５，７３４１８，２５５，４５３一般会計債

７８２，９６８７２，４３０７１０，５３８
土地区画整理
事業債

１１，１３１，８３２△４３，９９８１１，１７５，８３０下水道事業債

参
考

３，３１１，９４２△４，６６３３，３１６，６０５
農業集落排水
整備事業債

１，４７３，７１１△３１０，８５４１，７８４，５６５水道事業債
３４，４００，１７２△８４２，８１９３５，２４２，９９１合計
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うち
普通会計

２０年度末
現在高

増減高
１９年度末
現在高

区　分

１，６６１，０６６１，６７４，９５８２４，７８１１，６５０，１７７土地
１６５，７６６１６６，８５６４９２１６６，３６４建物
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（単位：m2）
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うち
普通会計

２０年度末
現在高

増減高
１９年度末
現在高

区分

１５，５４０１５，５４００１５，５４０有価証券
７６，８１６７６，８１６△６，６０３８３，４１９出資による権利
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（単位：千円）
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うち
普通会計

２０年度末
現在高

増減高
１９年度末
現在高

区分

３，３２６，０４５３，６３２，７６５△３８，２９８３，６７１，０６３基金
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（単位：千円）
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うち
普通会計

２０年度末
現在高

増減高
１９年度末
現在高

区分

５３，４７５５３，４７５△２０，８８３７４，３５８債権
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���������������（単位：千円）
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８

　特別会計は、特定の事業を行う場合、特定の歳
入をもって特定の歳出に充て、一般会計から分離
して別に収支経理を行う会計です。
　平成２０年度特別会計の決算額は、歳入が１２４億
３２８３万９千円、歳出が１２０億７３６２万３千円で、歳入
歳出差引額は、３億５９２１万６千円となりました。

�������������

　市の水道事業は、民間企業と同様に企業会計が
導入されており、独立採算で運営しています。
　収益的収支は、経常的な業務の収支を示すもの
で、平成２０年度の決算額は、１億３６１５万４千円の
黒字となりました。
　資本的収支は、水道管の布設など建設改良費の
収支を示すもので、決算額は、４億４９０４万３千円
の赤字となりましたが、この不足分については、
内部留保資金などで補いました。

■平成２０年度特別会計決算状況

増減率
（Ｂ）/（Ｃ）

１９年度歳出
決算額（Ｃ）

歳入歳出
差引額（Ａ）－（Ｂ）

歳出
決算額（Ｂ）

歳入
決算額（Ａ）

会 計 名

△６．４５，２５３，２３６１６７，１３８４，９１８，３８６５，０８５，５２４
国民健康保険
（事業勘定）

△９０．６４，１７８，６７３１０，４９５３９２，９４３４０３，４３８老人保健

２９．９２，１０８，４１７１１２，９６４２，７３９，４７５２，８５２，４３９下水道事業

△１４．７１０，４１３２，６９９８，８８２１１，５８１公園墓地事業

１０．３５００，５３４２６，２４４５５１，８７５５７８，１１９農業集落排水整備事業

４．７２，７０８，３７４２９，７８２２，８３６，４６８２，８６６，２５０
介護保険
（保険事業勘定）

△６．３９，４５５１，５３２８，８５７１０，３８９介護サービス事業

△２８．１３０４，４９６７，４１１２１８，８３７２２６，２４８
上菅谷駅前地区
土地区画整理事業

皆増４００３９７，８６９３９８，２６９後期高齢者医療

皆増５５１３１５８２那珂地方公平委員会

△１９．９１５，０７３，５９８３５９，２１６１２，０７３，６２３１２，４３２，８３９合　　計

（単位：千円、％）
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■平成２０年度水道事業会計決算状況

増減率（Ａ）/（Ｂ）１９年度決算額（Ｂ）２０年度決算額（Ａ）区分

０．５１，１４８，１２７１，１５４，１１９収入
収益的収支

△０．３１，０２１，０９７１，０１７，９６５支出

１１．８８５，５４１９５，５９７収入
資本的収支

△５．８５７８，２２８５４４，６４０支出

（単位：千円、％）

■平成２１年度水道事業会計収支状況

支　出収　入区　分
２６１，０３２５６４，５６０収益的収支
１８１，５４４０資本的収支

（単位：千円）

■市債現在高

平成２１年９月３０日
現在高

増減高
平成２１年３月３１日

現在高
区　分

１６，９３１，９６７△１３２，４５２１７，０６４，４１９一般会計債
１０，７９８，２２７２１９，１９５１０，５７９，０３２下水道事業債

３，２４７，５３４５１，５９２３，１９５，９４２
農業集落排水
整備事業債

７７０，４７６６５，８０８７０４，６６８
土地区画整理
事業債

１，３３３，７８２△１３９，９２９１，４７３，７１１水道事業債
３３，０８１，９８６６４，２１４３３，０１７，７７２合　計

（単位：千円）

　平成２１年度の予算執行にあたっては、限られた財源を最大限に生
かすよう努めるとともに歳入予算の早期確保と歳出予算の計画的か
つ効率的な執行に努めています。
　平成２１年９月３０日現在における一般会計の歳入歳出予算の執行状
況は、予算現額に対する収入済額の割合が５３．６％、支出済額の割合
が３６．７％で、ともに順調に執行されています。
　また、特別会計の歳入歳出予算の執行状況は、予算現額に対する
収入済額の割合が３０．０％、支出済額の割合が３８．３％で、例年並の状
況となっています。
　なお、平成２１年９月３０日現在における水道事業会計収支状況、市
債現在高および市有財産現在高は別表のとおりです。

※水道事業会計分は含まない

■市有財産現在高

平成２１年９月３０日
現在高

増減高
平成２１年３月３１日

現在高
単位区　分

１，６７４，９５８０１，６７４，９５８m2土地
１６６，８５６０１６６，８５６m2建物
１５，５４００１５，５４０千円有価証券

７７，８１６１，０００７６，８１６千円
出資による
権利

５５，０２５△２，８５０５７，８７５千円債権
３，６３２，７６５４１，００４３，５９１，７６１千円基金

■平成２１年度一般会計および特別会計歳入歳出予算執行状況

支出
割合

支出済額
収入
割合

収入済額予算現額会 計 名

３６．７６，９９３，７２１５３．６１０，１９５，５１４１９，０３６，７５３一般会計
３８．３４，６０８，６８２３０．０３，６１２，９７０１２，０４７，５６５特別会計
４１．３２，１２０，１５２３６．７１，８８３，９９４５，１３６，３３４国民健康保険（事業勘定）
０．７１１４９０．１１３，８１７１５，３３１老人保健
３１．９７９８，１７６１２．６３１５，５４９２，５０５，４７５下水道事業
１３．１１，４１４７９．８８，６１３１０，８００公園墓地事業
３３．７２３０，０２７７．８５３，４１９６８２，５２６農業集落排水整備事業
４１．３１，２５９，８３４３８．９１，１８６，７０３３，０５２，８３４介護保険（保険事業勘定）
８３．８６８３２９２．１２，３８１８１５介護サービス事業

３４．１６９，９９８３．６７，４１３２０５，０００
上菅谷駅前地区
土地区画整理事業

２９．３１２８，２５４３２．０１４０，３７４４３８，０００後期高齢者医療
６．７３０１５７．１７０７４５０那珂地方公平委員会
３７．３１１，６０２，４０３４４．４１３，８０８，４８４３１，０８４，３１８合　　計

（単位：千円、％）
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※期首純資産残高は、平成１９年度末那珂市普通会計バランスシート
と比べ、有形固定資産の耐用年数の変更、普通会計の範囲の変更、
賞与引当金の計上を行ったため、１３，６００，６８７千円増加しています。

（単位：千円）■平成２０年度普通会計純資産変動計算書の要旨

５４，５６９，５３８期首純資産残高※
△１４，８０５，４１７純経常行政コスト
７，３９２，５１５地方税

一般
財源

３，４６８，５９２地方交付税
１，４８８，８１９その他行政コスト充当財源
２，３６２，１６１補助金等受入

０災害復旧事業費
臨時
損益

６４，６３３公共資産除売却損益
△５，９７１投資損失

０損失補償等引当金繰入等
５，２９１，６８２資産評価替えによる変動額
５９，８２６，５５２期末純資産残高

■平成２０年度末普通会計貸借対照表の要旨

【資産の部】
７６，７６９，４６０１　公共資産
７６，３３２，２７０（１）有形固定資産
４３７，１９０（２）売却可能資産
４，２８２，２２１２　投資等
１，９０６，１０８（１）投資及び出資金
５１，２０６（２）貸付金

２，０１６，６１０（３）基金
５１４，８１０（４）長期延滞債権
△２０６，５１３（５）回収不能見込額
１，９６７，７３０３　流動資産
１，８８５，８４７（１）現金・預金
８１６，３５１①財政調整基金
４８０，６３７②減債基金
５８８，８５９③歳計現金
８１，８８３（２）未収金
８２，３５１①地方税
１５，３７１②その他
△１５，８３９③回収不能見込額

８３，０１９，４１１資産合計

（単位：千円）

【負債の部】
２１，３５２，６３７１　固定負債
１６，８６７，４４６（１）地方債

６８６（２）長期未払金
４，４８４，５０５（３）退職手当引当金

０（４）損失補償等引当金
１，８４０，２２２２　流動負債
１，６１５，２４１（１）翌年度償還予定地方債

０（２）短期借入金（翌年度繰上充用金）
１，９３７（３）未払金
０（４）翌年度支払予定退職手当

２２３，０４４（５）賞与引当金
２３，１９２，８５９負債合計

【純資産の部】
５９，８２６，５５２純資産合計

８３，０１９，４１１負債・純資産合計

��������	
���
����

■平成２０年度一般会計歳入決算状況

増減率
（Ａ）/（Ｂ）

１９年度
決算額（Ｂ）

構成比
２０年度
決算額（Ａ）

区　分

△２．２９，７３９，１８０５３．７９，５２９，０９５自主財源
２．２７，１７１，５５５４１．３７，３３０，０８８市税
０．９２９２，５２２１．７２９５，０８２分担金及び負担金
△４．９２１７，８６１１．２２０７，１９２使用料及び手数料
３０．４６３，４１３０．４８２，７１０財産収入
皆増００．１１４，７２４寄付金
△３６．７８１２，８１３２．９５１４，８２１繰入金
△９．２６９５，０５２３．６６３１，３０３繰越金
△６．７４８５，９６４２．５４５３，１７５諸収入
７．６７，６４５，８１６４６．３８，２２９，８３４依存財源
△３．５３４６，０４８１．９３３３，７７１地方譲与税
△４．８４４８，５００２．４４２６，８７９地方消費税交付金
△７．３１５０，８４００．８１３９，７９５自動車取得税交付金
１４９．０３１，１７９０．５７７，６２３地方特例交付金
７．１３，２３８，８８５１９．５３，４６８，５９２地方交付税
１２．７１，１８０，６２０７．５１，３３０，６５４国庫支出金
１０．７８９３，２３５５．６９８９，１０７県支出金
１０．９１，２７１，８２２７．９１，４１０，３４８市債
△３７．３８４，６８７０．３５３，０６５その他　※
２．２１７，３８４，９９６１００．０１７，７５８，９２９合　計

（単位：千円、％）

※利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、ゴルフ
場利用税交付金、交通安全対策特別交付金

■平成２０年度一般会計目的別歳出決算状況

増減率
（Ａ）/（Ｂ）

１９年度
決算額（Ｂ）

構成比
２０年度
決算額（Ａ）

区　分

△２５．１２８１，０９３１．２２１０，６２０議会費
２４．４２，００７，５０４１４．５２，４９７，１８２総務費
１．１４，１２７，３９２２４．３４，１７２，４７７民生費
２．４１，２４１，０２５７．４１，２７１，２９３衛生費
△７．３８９６，５８６４．８８３１，５２３農林水産業費
３０．０１３７，７１５１．０１７９，０４９商工費
△３．８２，４１９，８２３１３．６２，３２８，４９７土木費
△１０．６１，０５５，１５７５．５９４２，９５１消防費
１．９２，３６５，９２３１４．０２，４１１，１４５教育費
－０－０災害復旧費
６．５２，１８５，４６５１３．６２，３２７，５３４公債費

△７６．５３６，０１００．１８，４６１諸支出金
－０－０予備費
２．５１６，７５３，６９３１００．０１７，１８０，７３２合　計

（単位：千円、％）

■平成２０年度一般会計性質別歳出決算状況

増減率
（Ａ）/（Ｂ）

１９年度
決算額（Ｂ）

構成比
２０年度
決算額（Ａ）

区　分

０．７８，５２３，０２６５０．０８，５８６，０４０義務的経費
△２．１４，３１２，１８８２４．６４，２２２，８３３人件費
０．５２，０２５，３７３１１．８２，０３５，６７３扶助費
６．５２，１８５，４６５１３．６２，３２７，５３４公債費
３．２１，８７０，７１２１１．２１，９３０，８５３投資的経費
３．２１，８７０，７１２１１．２１，９３０，８５３普通建設事業費

△１３．４５７３，６０６２．９４９６，９４２うち補助事業費
１１．１１，１８７，７１８７．７１，３１９，１５１うち単独事業費
－０－０災害復旧事業費
４．８６，３５９，９５５３８．８６，６６３，８３９その他の経費
△２．５２，４９４，５３１１４．２２，４３２，２４３物件費
△４．３２３８，２３６１．３２２８，０７４維持補修費
２３．３１，２９６，４５５９．３１，５９９，０６７補助費等
１５０５．７２５，６７１２．４４１２，１９１積立金
２３９．８１７，９３２０．４６０，９２９投資及び出資金・貸付金
△１５．６２，２８７，１３０１１．２１，９３１，３３５繰出金
２．５１６，７５３，６９３１００．０１７，１８０，７３２合　計

（単位：千円、％）

【収入項目】
２９１，６８５１　使用料・手数料　ｂ
２２４，７００２　分担金・負担金・寄付金　ｃ
５１６，３８５経常収益合計　（ｂ＋ｃ）ｄ

１４，８０５，４１７（差引）純経常行政コスト　ａーｄ

■平成２０年度普通会計行政コスト計算書の要旨

【経常行政コスト】
４，１８７，５５１１　人に関するコスト
４，８１３，７６７２　物に関するコスト
５，６７２，５１９３　移転支出的なコスト
６４７，９６５４　その他のコスト

１５，３２１，８０２経常行政コスト　ａ

（単位：千円）



１０

那珂市都市計画マスタープランを策定しています
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��������������

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
都
市

計
画
法
に
定
め
ら
れ
た
「
市
町
村
の
都
市

計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
」
を
策
定

す
る
計
画
で
、
第
１
次
那
珂
市
総
合
計
画

で
示
さ
れ
た
都
市
の
将
来
像
を
も
と
に
、

そ
の
実
現
に
必
要
と
な
る
都
市
計
画
に
関

す
る
基
本
方
針
を
示
す
計
画
で
す
。

　

本
計
画
は
、
那
珂
市
全
体
の
都
市
づ
く

り
の
方
針
を
定
め
る
「
全
体
構
想
」
と
、

身
近
な
地
域
を
単
位
と
し
て
地
域
づ
く
り

の
方
針
を
示
す
「
地
域
別
構
想
」
に
よ
り

構
成
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
地
域
別
構
想

で
は
、
那
珂
市
を
５
つ
の
地
域
に
区
分
し

ま
す
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
那
珂
町
お
よ

び
旧
瓜
連
町
に
お
い
て
策
定
さ
れ
て
い
た

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
も
と
に
見

直
し
、
庁
内
に
検
討
組
織
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
意
向
を
把
握
し

計
画
に
反
映
す
る
た
め
、
市
内
の
団
体
等

に
対
す
る
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
地

域
別
懇
談
会
の
開
催
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

本
計
画
の
目
標
年
次
は
、
お
お
む
ね　
２０

年
後
の
平
成　

年
と
し
ま
す
。
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都
市
づ
く
り
の
課
題

　

市
民
の
皆
様
の
視
点
で
都
市
づ
く
り
の

課
題
を
把
握
す
る
た
め
実
施
し
た
「
グ

ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
で
は
、
次
の
よ

う
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

　

前
述
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
結
果
や
、
水
戸
都
市
圏
の
利
便

性
と
県
北
地
域
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
合

わ
せ
持
つ
と
い
う
特
性
等
を
考
慮
し
、
本

計
画
に
お
け
る
都
市
づ
く
り
の
課
題
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
５
つ
の
課
題
を
設
定
し

ま
す
。
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広報なか１１月号１１
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■パブリックコメントを実施します■

　都市計画マスタープランについて、市の皆様か
らご意見を頂くため、パブリックコメントを実施
する予定です。詳細については、後日改めてお知
らせします。
問い合わせ　都市計画課　�２９８－１１１１（内線３４２）

都
市
づ
く
り
の
視
点
と
基
本
方
針

土
地
利
用
の
方
針

都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方
針

　

本
計
画
で
は
、
水
戸
市
や
ひ
た
ち
な
か

市
に
隣
接
す
る
と
い
う
特
性
を
背
景
と
し

て
、�
暮
ら
し
の
場
�
と
し
て
の
都
市
形

成
を
目
指
し
、
水
戸
都
市
圏
の
利
便
性
と

県
北
地
域
の
豊
か
な
自
然
と
い
う
要
素
が

接
す
る
地
域
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
を
生

か
し
、
暮
ら
し
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
と
し
、
都
市
づ
く
り
の
理
念
を
、�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
と
し
ま
す
。
こ
れ
に

基
づ
き
４
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
ま
し

た
。
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市
街
化
区
域
は
、
現
在
の
区
域
を
基
本

に
、
社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
等
を
考
慮

し
設
定
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
利
便
性

確
保
や
土
地
利
用
誘
導
の
明
確
化
を
図
る

た
め
、
都
市
拠
点
を
位
置
づ
け
ま
す
。
都

市
拠
点
は
、
都
市
的
土
地
利
用
を
位
置
づ

け
る
区
域
の
他
、
機
能
集
積
等
を
考
慮
し

な
が
ら
配
置
し
ま
す
。
一
方
、
市
街
化
区

域
お
よ
び
市
街
化
調
整
区
域
内
の
都
市
拠

点
を
除
く
地
域
は
、
市
街
化
調
整
区
域
で

あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
集
落
お
よ
び
営
農

環
境
、
自
然
環
境
等
の
保
全
を
図
る
地
域

と
し
ま
す
。

　

周
辺
都
市
と
の
連
携
、
都
市
内
の
市
街

地
や
拠
点
の
連
携
を
確
保
す
る
都
市
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
、
自
転

車
お
よ
び
歩
行
者
等
を
対
象
と
す
る
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
他
、
公
共
交
通
の
利
用

促
進
を
目
指
し
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
り
構
成
し
ま
す
。
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夢
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
が
点
火
さ
れ
た
会
場
は
、
そ
れ
ま
で
厚
く
覆
っ
て
い
た
曇
り

　

夢
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
が
点
火
さ
れ
た
会
場
は
、
そ
れ
ま
で
厚
く
覆
っ
て
い
た
曇
り

空
か
ら
一
転
し
て
満
月
が
顔
を
出
し
、
月
の
照
ら
す
淡
い
光
も
照
ら
し
て
い
ま

空
か
ら
一
転
し
て
満
月
が
顔
を
出
し
、
月
の
照
ら
す
淡
い
光
も
照
ら
し
て
い
ま

し
た
。
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
素
晴
ら
し
い
月
夜
の
下
で
、
お
団
子
や
お
し
る
こ
、

し
た
。
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
素
晴
ら
し
い
月
夜
の
下
で
、
お
団
子
や
お
し
る
こ
、

野
点
の
お
茶
な
ど
を
味
わ
い
な
が
ら
、
優
雅
な
舞
や
音
色
に
堪
能
し
、
情
緒
あ

野
点
の
お
茶
な
ど
を
味
わ
い
な
が
ら
、
優
雅
な
舞
や
音
色
に
堪
能
し
、
情
緒
あ

ふ
れ
る
時
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

ふ
れ
る
時
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

移築１０周年��������	
��
��������������	
��
������

���������	
���
������������������	
���
���������
　

市
民
の
か
た
が
た
に
広
く
親

し
ま
れ
、
月
見
の
会
、
水
戸
黄

門
さ
ま
漫
遊
ウ
ォ
ー
ク
の
両
会

場
に
も
な
っ
て
い
る
「
曲
が
り

屋
」。
こ
の
「
曲
が
り
屋
」
が
、

市
役
所
本
庁
舎
前
の
一
の
関
た

め
池
親
水
公
園
内
に
移
築
さ
れ

て
、
今
年
で　

周
年
を
迎
え
ま

１０

し
た
。

　
「
曲
が
り
屋
」
は
、
文
久
２
年

（
１
８
６
２
年
）に
戸
崎
に
建
て

ら
れ
た
農
家
で
、
母
屋
か
ら
土

間
、 
厩 
が
突
出
し
、
か
ぎ
の
手

う
ま
や

に
曲
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
こ

の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

移
築　

周
年
を
迎
え
た
「
曲

１０

が
り
屋
」
を
訪
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。



　

今
年
は
水
戸
藩
開
藩
四
百
年
に
当
た
り
ま
す
。

そ
の
水
戸
藩
時
代
か
ら
深
い
結
び
つ
き
の
あ
っ

た
那
珂
市
、
水
戸
市
、
常
陸
太
田
市
の
交
友
と

連
携
を
深
め
よ
う
と
、
水
戸
黄
門
さ
ま
漫
遊

ウ
ォ
ー
ク
が　

月　

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１０

１７

鈴木家住宅（写真左）、引
接寺、根本正生家（写真
下）等に立ち寄り、那珂
市の歴史、文化が広く紹
介されました
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式典では、３市間で印籠が引き継がれ
ました。また水戸藩開藩400年記念と
して３市の特産品の抽選会も催されま
した

「
曲
が
り
屋

　
「
曲
が
り
屋
」」
の
移
築

周
年

の
移
築　

周
年

１０１０

を
記
念
し
て

月
３
日
、
那
珂
市

を
記
念
し
て　

月
３
日
、
那
珂
市

１０１０

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
と
の
共

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
と
の
共

催
に
よ
り
「
む
か
し
あ
そ
び
の
ひ

催
に
よ
り
「
む
か
し
あ
そ
び
の
ひ

ろ
ば
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ろ
ば
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
曲
が
り
屋
」の
た
た
ず
ま
い
に

　
「
曲
が
り
屋
」の
た
た
ず
ま
い
に

包
ま
れ
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
に
む

包
ま
れ
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
に
む

か
し
あ
そ
び
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

か
し
あ
そ
び
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
紙
芝
居
や
銭
太
鼓
、
手
作
り

う
と
紙
芝
居
や
銭
太
鼓
、
手
作
り

体
験
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

体
験
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
目
新
し
く
感

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
目
新
し
く
感

じ
る
昔
あ
そ
び
の
数
々
に
夢
中
に

じ
る
昔
あ
そ
び
の
数
々
に
夢
中
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

な
っ
て
い
ま
し
た
。

��������	
��������	

曲がり屋移築１０周年記念事業



１４

　

子
ど
も
な
ど
が
食
の
大
切
さ
を
体
感
で

き
る
よ
う
、
農
林
漁
業
の
様
々
な
体
験
機

会
と
情
報
を
提
供
し
、
自
然
の
仕
組
み
や

農
作
業
の
知
恵
を
学
ぶ
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。

　

近
年
、
食
料
の
自
給
率
は
農
業
者
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
、
減
少
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
の
中

で
も
、
本
市
で
は
安
定
し
た
気
候
な
ど
か

ら
多
種
多
様
な
農
作
物
が
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
特
色
を
生
か
し
た
農

産
物
を
中
心
に
、
生
産
者
な
ど
に
よ
る
多

様
な
体
験
を
市
民
に
提
供
す
る
体
験
型
の

食
育
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
農
園
な
ど
の
市
民
農
園
を
提

供
し
、
農
作
業
の
体
験
を
活
か
し
食
へ
の

関
心
を
深
め
る
様
々
な
体
験
活
動
を
支
援

し
ま
す
。
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
、
自
然
の
恵
み
や
食
に
関
わ
る
活
動
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
生
産
者
・
地
域
・

学
校
な
ど
が
連
携
し
、
教
育
フ
ァ
ー
ム
の

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。
体
験
活
動
に

関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
収
集
・
整
理
し
、

市
民
へ
の
情
報
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。
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食
育
を
支
え
る
柱　

Ⅲ
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【那珂市食育推進計画 ８ 】

生
産
者
と
消
費
者
と
の
交
流
と

多
様
な
農
林
漁
業
の
体
験
学
習

�
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私
た
ち
の
食
卓
に
の
ぼ
る
野
菜
や
果
物
、
肉
や
魚
な
ど
は
、
茨
城
の

穏
や
か
な
自
然
環
境
や
広
大
な
大
地
、
豊
富
な
海
の
恵
み
か
ら
も
た
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
暮
ら
す
私
た
ち
に
は
、
食

材
に
関
わ
る
農
林
漁
業
者
な
ど
の
一
連
の
農
作
業
を
体
験
し
、
理
解
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

都
市
部
の
住
民
な
ど
農
業
者
以
外

の
人
々
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的

な
ど
で
、
小
面
積
の
農
地
を
利
用
し

て
自
家
用
の
野
菜
や
花
な
ど
を
栽
培

す
る
た
め
の
農
園
で
す
。

　

那
珂
市
で
は
、
芳
野
市
民
農
園
、

ふ
れ
あ
い
農
園
（
中
里
）
の
２
か
所

を
整
備
し
、
市
民
へ
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。 �

�
�
�

�
�
�
�

芳野市民農園芳野市民農園



広報なか１１月号１５

��������	
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�
　私たち市民をはじめとする食育の関係者が、食育を応援するためのキーワードを基に、私たち
ができることをまとめ、那珂市の基本目標を達成するための問題解明や、内容を理解するうえで
の重要な手がかりをまとめました。

〇家庭・市市民

　生産者ととの交流を図りまります
　栽培や収収穫の機会をつくります会をつくります
　食に関すする体験活動に参加します活動に参加し

〇保育所・幼稚園

　生産者との交流をを図りますります
　栽培や収穫の機会会をつくりますをつくります
　食に関する体験活活動を行います活動を行います
　食への理解を深めめる情報を発信しますめる情報を発信し

〇農林農林漁業関係者

　消費者との交者との交流を図ります
　栽培や収穫の体験ができる機会をつくります験ができる
　農業の知恵や自然の仕組みを伝えます　農業の知恵や自然の仕組みを伝えます
　食への理解を深める情報を発信します

〇学校

ります　生産者との交流を図　生産者との
をつくります　栽培や収穫の機会をつ栽培や収穫の
を行います　食に関する体験活動に関する体験

る情報を発信します　食への理解を深める情の理解を深め

〇地域

をつくります　栽培や収穫の機会をつ収穫の機会
を行います　食に関する体験活動関する体験活

る情報を発信します　食への理解を深める情への理解を深

〇茨城県保健福祉部保健予防課　�３０１－３２２９
〇総合保健福祉センター「ひだまり」　市健康推進課　�２７０－８０７１

食育に関する問い合わせ

����������	�
��
��������
　食に関した体験活動は、市民が食について関心や理解を高めるうえで重要な意義があります。
農林漁業者は、多様な体験の機会を積極的に提供し、自然の恩恵と食に関わる人たちの活動の重
要性について市民の理解が深まるように努め、家庭や学校、地域との連携を図りながら食育推進
の活動に取り組みます。「家庭・市民」「学校」「保育所・幼稚園」「地域」「農林漁業関係者」が連
携した取り組みが重要です。

食育応援キーワード

　食　づくり・・・環境と調和のとれた地域農業のための食づくり
　安心　づくり・・・多様な情報を伝える安心づくり
暮らしづくり・・・食文化継承のための暮らしづくり



１６

■スポーツの普及を目指して

　体育指導委員は、生涯スポーツ社会の実
現に向けて、地域でのスポーツ教室の開
催、ニュースポーツの紹介、スポーツに関
する意識調査、実技研修会への参加などス
ポーツの普及に尽力しています。
　また、地域の皆さんが自主運営する総合
型地域スポーツクラブの設立を目指し、現
在体育指導委員を中心に運営委員会を組織
し活動しています。

市町村の教育委員会は、スポーツ振興法に基づき体育指導委員を委嘱しています。
那珂市では、各地区から推薦された２４人の委員が非常勤公務員として、皆さんの健康保持
増進、体力向上を目指し、地域におけるスポーツ活動の普及、振興のため活動しています。

問い合わせ／那珂市体育指導委員会（生涯学習課スポーツ振興室内）　�２９７－００７７

���������
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■体育指導委員がスポーツの普及に活躍しています

稲川　敏夫
神　崎

加藤　正毅

根本傳次郎
額　田

中川　栄光

平野　　昌

菅　谷

瀬谷　郁宏

石川ひとみ

宮田　一夫

平野　恒男

下山田洋子

郡司　崇人

山田　　進

五　台 高村　君江

三田寺正義

根本　修一
戸　多

横山　恵子

沢幡　誠士
芳　野

檜山　眞弓

袴塚　英子
木　崎

生井　裕美

海老根康夫

瓜　連
小泉　邦彦

小林　澄男

菅谷恵美子

�
�
�
�
�
�
�
�
	

※敬称略



広報なか１１月号１７
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　総合型地域スポーツクラブとは、豊かなスポー
ツライフと豊かな地域社会を創るため、地域の
人々が主役となるスポーツクラブです。多世代、
多種目で地域の皆さんが会員を募って、自主運営
する地域スポーツの仕組みです。

　市では、平成１９年度に設立準備委員会を発足し
て以来、各種スポーツ教室を開催するなど、クラ
ブの設立に向けて準備を進めてきました。
　平成２１年２月には、クラブの名称とロゴマーク
を市内の小・中学生から募集し、名称を「ひまわ
りスポーツクラブ」に決定しました。なお、７月
には設立準備委員会に代わり運営委員会を発足し
ています。
　ひまわりスポーツクラブは、これからクラブ会
員の募集等を行い、平成２２年２月にクラブの設立
を目指します。
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那珂市総合型地域スポーツクラブの
��と�����が決まりました
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クラブ名

ロゴマーク

���������������
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��������	
���
�����������

学校・学年応募者名クラブ名

芳野小５年森永　実希

最優秀賞（採用） 芳野小５年古橋　侑季

那珂四中２年石井　裕子

芳野小６年山本　倖介
優秀賞

那珂四中２年下重　尚也

学校・学年応募者名ロゴマーク

那珂四中２年高橋　　洸最優秀賞（採用）

芳野小５年中澤　　萌

優秀賞
芳野小６年海野　完太

那珂一中２年海野　梨花

那珂三中３年生井　悠暉

���������	
��
 ※敬称略
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前
回
は
小
学
校
区
を
基
本
と
し
て
設
定

す
る
中
間
自
治
組
織
（
校
区
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
）
と
、
現
在
の
区
を
基
本
と
し
て

移
行
す
る
自
治
会
の
考
え
方
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
市
民
自
治
組

織
と
の
協
働
事
業
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を

考
え
て
い
る
か
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

協
働
に
よ
る
事
業
の
推
進
が
期
待
で
き

る
分
野
は
、
①
地
域
福
祉
②
防
犯
・
防
災

③
地
域
産
業
④
環
境
⑤
教
育
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
具
体
的
に
は
、

①
地
域
福
祉
の
分
野
で
は
、
敬
老
会
な
ど

は
現
在
も
区
と
の
協
働
に
よ
り
行
っ
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
地
域
（
ご
近
所
）

で
の
学
童
保
育
所
の
運
営
や
配
食
サ
ー

ビ
ス
な
ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
防
犯
・
防
災
の
分
野
で
は
、
自
主
防

犯
・ 
防
災
組
織
に
よ
る
活
動
な
ど
は
現

在
も
区
と
の
協
働
に
よ
り
行
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
は
地
域
防
災（
防
犯
）マ
ッ

プ
の
作
成
な
ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

③
地
域
産
業
の
分
野
で
は
、
農
産
物
直
売

所
の
管
理
運
営
な
ど
は
地
域
の
団
体
と

の
協
働
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
地
産
地
消
の
取
り
組
み
な
ど
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

④
環
境
の
分
野
で
は
、
一
斉
清
掃
な
ど
は

現
在
も
区
と
の
協
働
に
よ
り
行
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
生
活
道
路
沿
道
の
草

刈
や
公
園
の
維
持
管
理
な
ど
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

⑤
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
は
、

地
域
の
運
動
会
や
お
祭
り
な
ど
は
現
在

も
地
域（
地
区
）と
の
協
働
に
よ
り
行
っ

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
体
育
施
設
の
維

持
管
理
な
ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
に
お
い
て
は
、
こ
の
ほ
か
地
域
活
性

化
に
向
け
各
自
治
会
、
市
民
活
動
団
体
等

か
ら
提
案
さ
れ
る
自
主
的
な
公
益
事
業
に

つ
い
て
、
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
支

援
体
制
を
整
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
社
会

的
背
景
の
一
つ
で
も
あ
る
、
地
域
に
お
け

る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど

に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
の
低
下

や
、
区
で
抱
え
て
い
る
課
題
の
一
つ
で
あ

る
組
合
加
入
率
の
低
下
や
区
運
営
従
事
者

の
高
齢
化
な
ど
に
対
す
る
明
確
な
解
決
策

は
そ
う
簡
単
に
見
出
せ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
前
段
で
示
し
た
よ
う
な
協
働

事
業
の
拡
大
が
図
ら
れ
、
市
民
自
治
組
織

の
活
動
が
活
性
化
す
る
こ
と
で
、
そ
の
活

動
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
参
加
者
も
増
え

て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に

よ
り
す
ぐ
に
効
果
が
見
え
て
く
る
こ
と
は

難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
徐
々
に
地

域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
り
、

ひ
い
て
は
組
合
加
入
に
つ
な
が
る
な
ど
、

協
働
事
業
が
地
域
に
お
け
る
課
題
解
決
の

一
助
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
市
民
自
治
組
織
と
の
協
働
事
業

�
�
�
�
�
�
�
�

����� 市民活動課自治推進係　�２９８－１１１１　内線４８４

■
地
域
に
お
け
る
自
治
活
動
の
活
性
化

　

青
少
年
が
将
来
へ
の
夢
や
希
望

を
持
っ
て
、
い
き
い
き
と
成
長
し

て
い
く
た
め
に
は
、
多
く
の
大
人

た
ち
と
の
か
か
わ
り
が
必
要
で

す
。

　

こ
の
た
め
茨
城
県
で
は
、
地
域

の
大
人
と
子
ど
も
、
大
人
同
士
、

子
ど
も
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
広
げ
る
き
っ
か
け
づ
く

り
と
し
て
、
平
成　

年
度
か
ら

１６

「
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動
」
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
「
あ
い
さ
つ
・

声
か
け
運
動
」
の
機
運
を
醸
成
す

る
た
め
、「
い
ば
ら
き
教
育
月
間
」

に
あ
わ
せ
、　

月
を
「
あ
い
さ
つ
・

１１

声
か
け
運
動
強
調
月
間
」と
定
め
、

県
内
全
域
で
防
犯
・
防
災
や
地
域

福
祉
の
向
上
お
よ
び
青
少
年
の
健

全
育
成
を
図
り
、
だ
れ
も
が
安

全
・
安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、

積
極
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
実
施
方
法

【
家
庭
に
お
け
る
取
り
組
み
】

　

家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
い
さ

つ
や
声
か
け
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
家
族
全
員
そ
れ
ぞ

れ
が
学
校
や
地
域
で
の
「
あ
い

さ
つ
・
声
か
け
運
動
」
に
積
極

的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

【
学
校
に
お
け
る
取
り
組
み
】

　

子
ど
も
、
教
員
そ
れ
ぞ
れ

が
、
あ
い
さ
つ
や
声
か
け
を
実

践
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
来
校

者
、
登
下
校
中
や
学
校
公
開
時

に
地
域
の
人
た
ち
に
あ
い
さ
つ

や
声
か
け
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
地
域
に
お
け
る
取
り
組
み
】

　

町
内
会
や
自
治
会
、
小
学
校

区
、
中
学
校
区
等
の
地
域
で
、

住
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
で

き
る
範
囲
で
「
あ
い
さ
つ
・
声

か
け
運
動
」
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
／
青
少
年
育
成
那
珂
市

民
会
議
事
務
局（
生
涯
学
習
課
内（
瓜

連
支
所
））
�
２
９
８
‐
１
１
１
１

（
内
線
８
２
８
３
）
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那
珂
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
１
８
）

問い
合わせ

■
消
火
器
の
訪
問
販
売
に
注
意
！

　

突
然
見
知
ら
ぬ
男
性
が
訪
問
し
て
き
て
、

「
町
内
を
回
っ
て
い
る
」と
い
う
の
で
話
を
聞

く
と
大
学
ノ
ー
ト
を
広
げ
て
「
名
前
を
書
い

て
く
だ
さ
い
」
と
い
わ
れ
た
。
他
の
人
の
名

前
も
あ
っ
た
の
で
疑
い
も
な
く
名
前
を
書
い

た
ら
、「
消
火
器
１
万
６
８
０
０
円
で
す
」
と

い
わ
れ
、
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
代
金
を
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

自
治
会
や
町
内
会
、
公
的
機
関
な
ど
を
装

い
商
品
の
販
売
目
的
を
隠
し
た
訪
問
販
売
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
訪
問
販
売
で

商
品
を
勧
め
ら
れ
て
も
そ
の
場
で
契
約
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■「
水
道
水
を
点
検
し
ま
す
」と
い
っ
て
浄

水
器
を
契
約
さ
せ
る
業
者
に
注
意
！

   
突
然
作
業
服
の
男
性
が
訪
問
し
て
き
て

「
水
道
水
の
さ
び
を
調
査
し
ま
す
」
と
い
っ

て
自
宅
に
上
が
り
こ
み
、
給
水
管
に
さ
び
が

た
ま
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
高
額
な
浄
水
器
を

勧
め
ら
れ
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。
実
際
に
は

さ
び
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
点
検
や
調
査

を
口
実
に
し
た
悪
質
な
訪
問
販
売
業
者
と
思

わ
れ
ま
す
。
商
品
や
工
事
を
勧
め
ら
れ
て
も

そ
の
場
で
契
約
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

■
長
時
間
に
わ
た
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
勧
誘

に
注
意
！

　

突
然
業
者
が
訪
問
し
て
き
て
、「
持
ち
家
に

興
味
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
言
う
の
で
話
を

聞
く
こ
と
に
し
た
が
、
６
時
間
以
上
に
わ

た
っ
て
マ
ン
シ
ョ
ン
の
購
入
を
勧
め
ら
れ
、

現
地
ま
で
連
れ
て
行
か
れ
て
契
約
し
て
し

ま
っ
た
。
執
拗
な
電
話
勧
誘
や
訪
問
販
売
で

マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
を
迫
る
業
者
に
は
注
意
が

必
要
で
す
。
断
る
つ
も
り
で
も
一
旦
会
っ
て

し
ま
う
と
業
者
の
ペ
ー
ス
に
乗
せ
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
必
要
の
な
い
電
話
や
訪
問
に
は

一
切
応
じ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
開
店
の
挨
拶
に
来
ま
し
た
と
い
わ
れ
、

つ
い
て
い
っ
た
ら
…

　

突
然
見
知
ら
ぬ
男
性
が
訪
問
し
て
き
て

「
近
所
で
開
店
す
る
の
で
挨
拶
に
来
た
。
無

料
で
日
用
品
を
配
る
」
と
い
わ
れ
、
近
く
の

駐
車
場
に
出
向
い
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
最
後

に
高
額
な
敷
き
マ
ッ
ト
を
勧
め
ら
れ
つ
い
契

約
し
て
し
ま
っ
た
。

　

無
料
で
日
用
品
を
配
り
、
断
り
づ
ら
い
雰

囲
気
の
中
で
高
額
な
商
品
を
契
約
さ
せ
る
手

口
（
催
眠
商
法
）
は
、
短
期
間
の
う
ち
に
多

く
の
消
費
者
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
屋
根
の
点
検
を
し
ま
す
と
い
う
訪
問
販

売
業
者
に
注
意
！

　

突
然
業
者
が
訪
問
し
「
屋
根
が
ず
れ
て
い

る
。
修
理
が
必
要
」
な
ど
と
い
わ
れ
、
心
配

に
な
り
工
事
の
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
。

　

典
型
的
な
点
検
商
法
で
す
。「
屋
根
が
ず

れ
て
い
る
の
で
点
検
す
る
」
と
か
「
住
宅
の

点
検
に
来
た
が
屋
根
の
笠
木
が
ず
れ
て
い

る
」
と
言
わ
れ
高
額
な
契
約
を
結
ん
で
し

ま
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
業
者
の
言
葉
を

う
の
み
に
せ
ず
、
複
数
の
業
者
と
比
較
し
、

あ
わ
て
な
い
で
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

■
ブ
レ
ー
カ
ー
点
検
を
装
っ
た
詐
欺
事
件

に
注
意
！

　

あ
ら
か
じ
め
電
話
を
し
た
う
え
で
大
手
電

力
会
社
を
名
乗
っ
て
訪
問
し
、
ブ
レ
ー
カ
ー

の
点
検
と
修
理
を
装
い
高
額
な
修
理
代
を
請

求
さ
れ
た
。
ま
た
、
漏
電
調
査
の
名
目
で
器

具
や
修
理
を
行
い
多
額
の
請
求
を
さ
れ
た
。

　

あ
た
か
も
大
手
電
力
会
社
の
関
係
者
と
思

わ
せ
い
ろ
い
ろ
な
名
目
で
請
求
し
た
り
、
不

当
な
契
約
を
迫
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
不
審

な
と
き
は
電
力
会
社
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
こ
の
ま
ま
だ
と
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
な
く

な
る
っ
て
ホ
ン
ト
？

　

突
然
男
性
が
や
っ
て
き
て
「
今
見
て
い
る

テ
レ
ビ
は
、
あ
と
少
し
で
見
ら
れ
な
く
な

る
」「
国
が
高
齢
者
へ
の
地
デ
ジ
普
及
の
た

め
、
今
な
ら
特
別
割
引
し
て
い
る
、
き
ょ
う

契
約
し
て
欲
し
い
」
と
契
約
書
を
出
し
た
。

地
デ
ジ
と
い
わ
れ
て
も
意
味
が
分
か
ら
ず
、

家
族
に
相
談
す
る
か
ら
と
断
り
帰
っ
て
も

ら
っ
た
。

　

テ
レ
ビ
調
査
員
や
工
事
業
者
を
名
乗
っ
て

不
正
請
求
を
行
っ
た
り
、
架
空
請
求
を
お
こ

な
っ
た
り
す
る
例
が
お
き
て
い
ま
す
。
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
誤
っ
た
情
報
や
不

十
分
な
情
報
に
基
づ
い
て
関
連
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
売
り
つ
け
る
悪
質
な
商
法
に
は
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
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被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
４
か
条
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お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。



２０

�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　
「
奥
久
慈
の
恵　
う
ま
か
っ
ぺ
」

生
産
者
の
代
表
３
人
の
か
た
が　
１０

月　

日
、
今
年
の
収
穫
を
Ｐ
Ｒ
を

１３
兼
ね
て
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

選
ば
れ
た
米
職
人
の
か
た
た
ち

の
徹
底
し
た
土
づ
く
り
と
栽
培
管

理
。
そ
し
て
、
奥
久
慈
の
清
流
で

育
て
ら
れ
た
品
質
に
こ
だ
わ
り
抜

い
た
一
品
は
、
品
評
会
に
も
地
位

を
高
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
奥

久
慈
の
恵
み
を
受
け
て
甘
み
も
豊

か
に
粒
も
大
き
く
実
っ
た
コ
シ
ヒ

カ
リ
「
う
ま
か
っ
ぺ
」
を
味
わ
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

芳
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が　
１０

月
４
日
、
毎
年
恒
例
の
「
ワ
ン
デ

イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
平
成　

年
度
県
営

２０

農
村
振
興
総
合
整
備
事
業
で
整
備

さ
れ
た
大
洞
た
め
池
（
飯
田
）
を

き
れ
い
に
し
よ
う
と
総
勢
１
６
０

人
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
ご
み
を

拾
っ
た
り
、
刈
り
払
い
機
で
除
草

を
行
っ
た
り
と
、
皆
さ
ん
が
力
を

合
わ
せ
熱
心
に
活
動
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
今
後
も
こ
の
よ

う
な
環
境
美
化
活
動
を
継
続
的
に

行
っ
て
い
き
ま
す
。
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族
の
愛
、
環
境
問
題
な
ど
多

彩
な
発
表
が
披
露
さ
れ
た
今

大
会
。
発
表
者
の
皆
さ
ん
は
、

自
分
の
こ
と
や
自
分
を
取
り

巻
く
人
々
の
こ
と
を
見
つ
め

直
し
、
自
分
自
身
が
何
を
す

べ
き
か
を
堂
々
と
し
た
口
調

で
語
り
か
け
ま
し
た
。　

　

青
少
年
の
力
強
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
す
ば
ら
し

い
発
表
の
数
々
に
来
場
者
は

感
心
し
き
り
で
し
た
。

◆
発
表
者
・
受
賞
者
（
敬
称

略
）

【
中
学
生
の
部
】
１
年
生　

宮
下
楓
子
（
一
中
）、
小
薗

井
春
香
（
二
中
）、
小
堆
恵

美
（
三
中
）、
根
本
明
日
香

（
四
中
）、
鹿
野
花
葵
（
瓜
連

中
）／
２
年
生　

小
林
ほ
の
か（
一

中
）、
木
村
裕
美
（
二
中
）、
小
林

輝
（
三
中
）、
富
田
紗
永
（
四
中
）、

大
曽
根
伊
織
（
瓜
連
中
）
／
３
年

生　

菅
飛
翔（
一
中
）、
仲
田
日
向

（
二
中
）、
池
�
友
彦
（
三
中
）、
鈴

木
友
莉
菜
（
四
中
）、
小
澤
加
聡
美

（
瓜
連
中
）
／
【
高
校
生
の
部
】
宮

田
奈
宜
沙（
水
戸
農
業
高
校
３
年
）、

樋
田
貴
央
（
那
珂
高
校
２
年
）／

【
一
般
の
部
】
會
澤
和
久
（
消
防
本

部
）、
川
野
美
希
（
消
防
本
部
）
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青
少
年
育
成
那
珂
市
民
会
議
と

那
珂
市
教
育
委
員
会
主
催
の
『
平

成　

年
度
「
青
少
年
の
主
張
」
発

２１
表
大
会
並
び
に
表
彰
式
典
』
が　
１０

月　

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー

１０
る
で
開
催
さ
れ
、
市
内
の
中
学
生

　

人
、
高
校
生
２
人
、
市
消
防
本

１５部
署
員
２
人
が
、
日
常
生
活
の
中

で
感
じ
た
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ

と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

い
の
ち
の
大
切
さ
、
夢
に
向
っ

て
努
力
す
る
こ
と
の
必
要
性
、
家
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９
月　

日
、
寺
門
堅
藏
さ
ん
が

１７

旭
日
單
光
章
を
受
章
さ
れ
、
小
宅

市
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

寺
門
堅
藏
さ
ん
は
、
昭
和　

年
、

５９

瓜
連
町
議
会
議
員
に
当
選
し
以
後

５
期　

年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の

２０

振
興
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
議
員
在
職
中
は
、
土
地
改

良
事
業
、
ほ
場
整
備
事
業
、
か
ん

が
い
排
水
事
業
等
の
整
備
促
進
に

努
力
し
農
業
の
近
代
化
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
「
水
戸
藩
の
郡
奉
行
た

ち
」
が　

月　

日
、
中
央
公
民
館

１０

１８

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
藩
政
が
き

め
細
か
く
行
き
届
く
よ
う
に
郡
分

け
し
た
こ
と
や
、
直
接
領
民
と
接

す
る
郡
奉
行
の
重
要
性
が
解
説
さ

れ
た
ほ
か
、
領
民
を
大
切
に
し
た

小
宮
山
楓
軒
、
吉
成
又
右
衛
門
、

藤
田
東
湖
た
ち
を
例
に
郡
奉
行
の

実
像
に
迫
り
ま
し
た
。
ま
た
、
皆

が
親
を
大
切
に
し
た
こ
と
に
も
触

れ
、
福
祉
の
在
り
方
に
も
話
が
及

ぶ
な
ど
、
幅
広
い
内
容
に
興
味
が

集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
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「
根
本
正
顕
彰
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が　

月　

日
、
ふ
れ
あ
い
セ

１０

１１

ン
タ
ー
ご
だ
い
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
昭
和　

年
に
旧
五

２６

台
村
で
「
生
誕
百
年：

根
本
正
翁

を
偲
ぶ
」
の
出
版
記
念
式
典
が
行

わ
れ
て
以
来
の
顕
彰
行
事
と
し
て

根
本
正
顕
彰
会
が
主
催
し
た
も
の

で
、
参
加
者
は
映
像
や
講
演
会
を

と
お
し
て
、
衆
議
院
議
員
根
本
正

が
果
た
し
た
教
育
の
機
会
均
等
や

未
成
年
者
の
禁
酒
禁
煙
の
推
進
、

水
郡
線
の
敷
設
や
高
層
気
象
台
建

設
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

   
８
月
６
日
に
逝
去
さ
れ
た
車
田

一
嗣
さ
ん
（
後
台
）
が
旭
日
單
光

章
を
受
章
さ
れ
、
小
宅
市
長
は
９

月　

日
、
遺
族
の
か
た
に
対
し
伝

２８
達
を
行
い
ま
し
た
。

　

車
田
一
嗣
さ
ん
は
、
昭
和　

年
、

６３

那
珂
町
議
会
議
員
に
当
選
し
、
以

後
５
期　

年
に
わ
た
り
地
方
自
治

２０

の
振
興
と
教
育
、
文
化
、
福
祉
の

向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。

　

特
に
議
員
在
職
中
は
、
農
業
集

落
排
水
事
業
の
整
備
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。
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� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，７８０人

　（平成２１年９月末現在・
 前月比５３人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億８，７３０万円

　（平成２１年９月・
 前月比１，２２６万円増加）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

土金木水火月日

５４３２１
１２１１１０９８７６
１９１８１７１６１５１４１３
２６２５２４２３２２２１２０

３１３０２９２８

９月１５日～１０月１４日（敬称略）

野木　利三郎 １０，０００円
やまびこ音楽教室 ３０，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

�����

���������	
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　９月１６日、市立図書館が「バイ
オメトリクスとRFIDを融合した
最新図書館システム」で第１１回自
動認識大賞「フジサンケイビジネ
スアイ賞」を受賞しました。
　当館が資料の管理にRFID（IC
チップ内のデータを読み書きする
技術）を活用し、スピーディーな
貸出等を実現している点、およ
び、利用者カードに替えて手のひ
ら静脈技術により本人確認を行
い、利用者がいつでも気軽に立ち
寄れるカードレスでの図書館サー
ビスを実現している点が高く評価
され、今回の受賞
となりました。

フジサンケイビジネスアイ賞受賞

� 今月の納税  �

○国民健康保険税（普通徴収） ５期

○後期高齢者医療保険料（普通徴収）

 ５期

納期限：１１月３０日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納係

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３

自動貸出機

� 人の動き �

那珂市の人口（１０月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，７１２人 （＋３）
　女　　　２８，５１８人 （－２）
　計　　　５６，２３０人 （＋１）
世帯数　　２０，６６６世帯 （＋２７）

○出生　４７人
○死亡　４６人

（９月１日～３０日）

����������	
��

　１９４８年（昭和２３年）１２月１０日、国
連総会で世界人権宣言が採択された
のを記念し、毎年１２月１０日は「人権
デー（Human Rights Day）」と定め
られました。法務省と全国人権擁護
委員連合会では、人権デーを最終日
とする１２月４日から１０日までを「人
権週間」として各種の人権啓発活動
を行っています。
　一人ひとりはみな違いますが、人
権はすべての人に平等に保障されて
います。しかし自分の人権を主張す
るだけでは他の人の人権を侵害する
こともあります。人権週間に当た
り、人権は自分と同じように他の人
にもあることを考え、お互いに相手
の立場を考え、豊かな人間関係を作
りましょう。
 水戸地方法務局
 茨城県人権擁護委員連合会

２７
※２７日は１２：００から休館休館日
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●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／１２月８日（火）　１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）　１階　相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／１２月１８日（金）　※受付は先着順
　　　１０：００～１５：００（昼休みを除く）
場所／市総合センターらぽーる
開設相談／

○行政相談

国の行政機関などが行っている仕事
についての苦情や意見・要望

○人権相談

人権を侵害されている問題や家庭内
のもめごとなど

相談員／行政相談委員、人権擁護委員
問い合わせ／市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／１２月２日（水）、９日（水）、
　　１６日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

　那珂市高校生会は、自分たちで企
画、運営する活動グループです。ぜ
ひ、高校生会に入って自分の可能性を
見つけてみませんか。地域社会活動に

参加することのできる良い機会です。
入会をお待ちしています。
入会資格／市内にお住まいまたは在学

している高校生
活動内容／

○小学生ふるさと教室への参加協力
○子ども会活動への参加協力
○県主催事業への参加
○他市町村の高校生会との交流
○その他
申し込み・問い合わせ／

市生涯学習課青少年係（瓜連支所）

�２９８－１１１１　内線８２８３　FAX２９６－３１７７

Eメール shougai-g@city.naka.lg.jp

　家庭は、家族の温かい人間関係をと
おして、子どもたちが基本的な規範意
識や生活習慣を学ぶ場です。
　茨城県では、家庭の大切さについて
考える契機となるよう毎月第３日曜日
を「家庭の日」と定め、啓発を行って
います。また、那珂市においても、青
少年育成那珂市民会議家庭部会が中心
となり、「家庭の日」の図画・作文募
集、審査および表彰式典を開催し、事
業の趣旨普及を図っています。まず
は、できることからはじめましょう。
○テレビを消して、家族みんなで食卓
を囲みましょう。
○家族で協力して、家事分担を積極的
に取り入れましょう。
○家族で読書、スポーツ、アウトドア
など、家族みんなで地域活動に参加
しましょう。
問い合わせ（担当）／

市生涯学習課青少年係（瓜連支所）

青少年育成那珂市民会議事務局

�２９８－１１１１　内線８２８３　FAX２９６－３１７７

法律相談

６日　慶和病院 （鴻巣）
 �２９５－５１２１
１３日　瓜連慶友整形外科 （古徳）
 �２９６－１１１６
２０日　河野胃腸科外科 （竹ノ内）
 �２９５－５３８６
２３日　水野医院 （西木倉）
 �２９８－８０３９
２７日　小豆畑病院 （菅谷）
 �２９５－２６１１
３１日　岡田クリニック （後台）
 �２７０－８１８８

■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ずお持ちください。
※診療時間外は、茨城県救急医療情
報コントロールセンター（県メ
ディカルセンター内）へお問い合
わせください。 �２４１－４１９９

心配ごと相談

��������	

行政・人権相談を開設します

「那珂市高校生会」会員大募集

毎月第３日曜日は「家庭の日」です



２４
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■材料（２人分）

さば ……………………………４０ｇ×２切れ
生しいたけ ……………………４枚　　　　
えのき茸 ………………………４０ｇ　　　　
しめじ …………………………４０ｇ　　　　
木綿豆腐 ………………………１００ｇ　　　　
絹さや …………………………６枚　　　　
出し昆布 ………………………２枚　　　　
酒 ………………………………大さじ１　　
柚子果汁 ………………………大さじ１　　
しょう油 ………………………大さじ１　　

■作り方

①さばは酒をふって１０分位置き、きのこ類は
石づきを取り、しめじは小房に分ける。

②豆腐は水切りをして食べやすい大きさに切
る。

③絹さやは筋を取りゆでておく。
④昆布は水につけてもどす。
⑤器に昆布を敷き、さば、きのこ類、豆腐を
盛り、蒸気の上がった蒸し器に入れて火を
通す。

⑥仕上げに絹さやを添え、柚子の皮を散ら
し、柚子果汁としょう油を合わせたものを
かける。

����������	

ヘルスメイトさんが作る健康料理�

■お好みで大根おろしを添えたり、季節の
魚、野菜を替えるのも良いですね。（白
身の魚、海老、菜花、アスパラ、三つ葉
など）

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

瓜連（高齢食部会）

秋山其枝さん

　那珂市役所瓜連支所内に瓜連郵便局が開局し１０月１９日、
オープン記念式典が催されました。
　式典に参列した小宅市長は「市の業務と郵便局が連携し、
市民サービスのより一層の向上が図られます」と、お祝いの
言葉を述べました。この瓜連支所内での瓜連郵便局開局に伴
い、庁舎の空きスペースの有効活用が図られると同時に地域
のかたがたの利便性の向上が期待されます。

�������
����������	
�	�
��

　第６０回茨城県消防ポンプ操法競技大会県北地区大会が９月
２７日、おおみや消防広場で行われ、７市１町１村から計１６
チームの消防団が訓練の成果を競い合いました。市からは、
第３分団第２部（額田東郷）が小型ポンプ操法の部で４位入
賞、第２分団第１部（本米崎）がポンプ車操法の部で５位入
賞を果たしました。なお、第３分団第２部の船橋敬文さん
（額田東郷）が優秀選手賞を受賞しました。

��������	
��
��
������������	��
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　那珂市制５周年記念式典で、那
珂ふるさと大使のみなさんのLIVE
により那珂市民の歌「輝く未来
へ」、那珂市民音頭「いいねなか
なか」が披露されました。また、「輝
く未来へ」は瓜連小学校児童によ

る斉唱で、「いいねなかなか」は、
市文化協会舞踊部会と那珂よさこ
い連により、優雅に、そして軽快
にと、２通りの踊り方が披露され、
子どもからお年寄りまで親しみの
ある歌ができました。 
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